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海運の重要性を学校教育の場で 

～東京都内で出前授業と海事施設見学会を実施～ 

 

当協会は、海運をはじめとする海事産業の重要性を学校教育において取り上げていただくよう、

海事施設等の見学会や出前授業、資料提供の実施等に取り組んでおります。 

11月 13日（木）に日本海事広報協会が主催する出前授業と海事施設見学会に協力しましたので、

その模様をお知らせします。当日は、東京臨海部広報展示室「TOKYOミナトリエ」の展示を見学し

た後、当協会担当者と日本船長協会の船長が、海運と船員に関する出前授業を実施したほか、東京

港社会科見学船に乗って海から東京港を見学しました。 

 

TOKYO ミナトリエでは、東京港の成り立ちや歴史に関する展示、港湾での荷役作業に関する展

示等を見学し、東京港について学びました。同施設は地上 100 メートルから東京港を一望できるた

め、コンテナ船や雑貨船*、ガントリークレーンが並ぶコンテナターミナル等を、望遠鏡を使って観

察する児童もいました。（*荷役設備が搭載された船） 

 

展示見学の後は、同施設内の会議室にて、海運および東京港についての出前授業を実施しました。 

授業冒頭では当協会担当者から、貿易量の 99.5％

を運ぶ海運の重要性について説明しました。世界で

6番目に広い排他的経済水域を持つ、島国日本にと

って、海運は必要不可欠な産業であることを、認識

してもらえました。 

次に、船長から、船の種類や特徴、航海士・機関

士の仕事、船員職のやりがい等について紹介しまし

た。航海士は 4 時間交代で航海当直に当たること

や、船内では個室が与えられること、船上でも

YouTube が見れるぐらいのネット環境があること、

TOKYOミナトリエの展示見学の様子 

出前授業の様子 



司厨士の作る美味しい食事のことを知って、児童は驚いた様子でした。 

 

講義後の質疑応答の時間には、「海賊はいるのか」「な

ぜ船員になったのか」「船に乗るのに飽きたら泳ぐこと

もあるのか」等々たくさんの質問が出ました。「運転す

るときに大事なことは何か？」という質問には、「双眼

鏡等を使って、自分の目で確認することが大切。そし

て、何よりぶつからないこと！」という回答がありま

した。「船長としての悩みは？」という質問には、「船

員の命と健康を守ることが大変。特に、乗組員のメン

タルケアには気をかけている」と、自身の経験談も交

えながら答えていました。 

 

 

当協会は引き続き、会員会社や関連団体等と連携しながら、海事産業をより教育の場に取り上げ

てもらえるよう広報活動に注力してまいります。 

 

以上 

「乗組員のメンタルケアが大切」と語る船長   


